


小島健一について
埼玉県春日部市出身　37歳 

フォトグラファー＆ライター 

2004年から2011年まで首都圏を
中心に「社会科見学」という活動
をしていました 

5年前池島を取材したご縁で、
2011年10月から池島に住み「地
域おこし」を行っています。 

サイト:Kenichi Kojima/小島健一

http://www.kenichi-kojima.com/


池島とは

12年前まで石炭を掘っていた 
九州最後の炭鉱です



閉山前の池島	


撮影：柿田清英氏



現在の池島

住民：8000名（最盛期）→200名程度



炭鉱の廃墟







火力発電所の廃墟



アパートの廃墟







池島現在の取り組み
日本で唯一の本物の炭坑を使った観光事業。 
軍艦島は外からしか見れないので、中まで入り込んでじっ
くり炭坑を見れる場所としてPR 

撮影所としてのロケ誘致 

炭鉱以外のグリーンツーリズム 

釣り場としての周知（釣大会） 

来島者の満足度向上（おもてなしの心とお土産作り）



炭鉱見学











グリーンツーリズム



石炭と丸石が転がる海岸











ロケ誘致 NHK『永遠の泉』



enchantMOON





真空ホロウ「アナフィラキシーショック」



池島釣大会





2013年の参加者は400名



実際に小島が行っている主な作業

・島の人との交流（人的財産の発掘や記録）	



・池島の資料発掘（書籍や映像）	



・池島のPR（サイト構築・マスコミ対応）	



・来島者のガイド（満足度向上）	



・イベントコーディネート（著名人を招く）	



・大学や研究者との連携	



・池島の撮影（記録）



土地の人との交流（人的財産の発掘や記録）



ここに写っている方のほとんどは現在島を出てしまいました



池島小中学校で写真に関する講義をしました



池島の資料発掘

埋もれていた池島の映像発掘



島の人が持っている資料のデジタル化



行政センターや学校などにあった写真のデジタル化



デジタル化した資料を 

再度地域の方に見て頂くことで 

コミュニティを活気づけると共に 

新たな資料の発掘を行っています

また、それらの資料を 

地域の方々に配ることで 

今後「池島の資料」が絶える 

リスクを減らそうとしています。 

私の任期満了後、池島の資料が放置され 

紛失しても一縷の望みが残ります



池島のPR(サイト構築、マスコミ対応)

←ブログ「九州最後の炭鉱「池島」より」
↑WEBサイト「ようこそ炭鉱体験「池島」へ」

1日に300～500名程度の方がサイトを訪れます。 

また実感として池島に来る方の7～8割は 

私のサイトを見ています

http://ikeshima.info/
http://blog.ikeshima.info/
http://blog.ikeshima.info/
http://ikeshima.info/


Facebookグループ「炭鉱島「池島」応援隊」立ち上げ 

https://www.facebook.com/groups/ikeshimafan/

https://www.facebook.com/groups/ikeshimafan/
https://www.facebook.com/groups/ikeshimafan/


2013年4月26日　所さんの学校では教えてくれないそこんトコロ



2013年9月25日　テレビ朝日「スーパーJチャンネル」



2013年9月25日　テレビ朝日「スーパーJチャンネル」



2013年11月7日　TBS 「Nスタ」



島内ガイド（満足度向上）
現在の炭鉱さるくは「炭鉱」だけを	


見せるようなプログラムになっています

私は「島」を見てもらい	


「池島」に愛着を持ってもらう事を	


念頭に置きガイドしています



イベントのコーディネート

2012年11月 全国石炭産業関連博物館等研修交流会の受け入れ調整 

この際、知り合いの映画監督やクリエーターも招いたことで、	


来年撮影予定の大作映画ロケ地候補に池島や軍艦島が挙がりました



ツアーを開催する際 

クリエーターと池島小中学校の双方を調整し 

「イラストレーターと絵を描こう」を実施した。 

!
イラストレーターの寺田克也氏に 

作品を創っていただき、それを展示する事で 

寺田氏に憧れる人々が池島を訪れている

2013.6.18　 
池島軍艦島クリエーターズツアー開催



NIB「every.」





ご縁の連鎖 
クリエーターが 
島への想いを壁に書いた事が 
きっかけとなり一般の方たちも 
思い出を残してくれるようになった

2013.11.18 

第二回クリエーターズツアー開催



大学や研究者との連携

長崎外国語大学「思い出プロジェクト」
島内と島外の方々がスムーズにつながるようコーディネートをしています



大阪大学「池島からみる戦後日本」



撮影・記録



【記録】今は閉じてしまった 

池島アーバンマインの合金事業



長老の話を動画や音声で保存



その他 

!

・口コミの拡散やノマドワーカーなどの招き入れを期待し	



　池島中央会館にインターネット回線を引いた	



・池島の4箇所に無料Wi-Fiスポットを作った（2012年度事業）	



・池島の名所に説明板を建てた（2012年度事業）	



!

外の人を積極的に呼びこむ事で、口コミの連鎖を狙うと共に、	



私の任期後も池島を見守る人々を生み出そうと試みています。 

今一番期待しているのは大学を中心とした「学生」です。



実績

協力隊に就任した23年度と比べ炭鉱さるくは現在約8倍に増えている	


炭鉱さるく外のカウントされていない人も含めれば来島者は10倍以上に増加。	



任期終了（2014.9）までに来島者を当初の20倍以上に増やしたい。



池島の価値 

!

・日本の石炭掘削技術を語る上で重要な島（産業遺産が残っている） 

・「炭鉱」の文化を考える上で重要な島（まだコミュニティが残っている） 

・エネルギー産業を考える上で重要な島（エネルギーバブルとその終焉） 

!
日本にここまで揃った土地は他になく、世界に発信するポテンシャルを秘めている。	



これらをきちんと世に提示し、語り継ぐことこそが長崎市の使命である。	



!
人も物も残っている今、情報を正しく記録し、残しておかなければ、	



池島は崩れ無価値なものになってしまいます。	



だからこそ、今動かなければならないのです!!



2014年1月26日（日）13:00～ 

長崎外国語大学主催　池島カフェ　 

「小島健一が語る池島体感記」 

場所：浜んまち商店街　好文堂書店4階 

!
池島の歴史を振り返りながら、	


池島で今起きているソーシャルアクションや	


教育の観点から池島の未来を語ります。	


!
司会	


長崎外国語大学講師　成瀬 尚志	


!
ゲスト	


株式会社旅と平和代表　佐谷恭 	



NPO法人「リコリタ」代表　真田武幸	


大阪大学 准教授　中村征樹	


大阪大学産学連携本部助教　市田秀樹	


詳細は後日Facebookページをご覧ください。（告知前）	



http://ikeshima.info/
https://www.facebook.com/Nagasakishi.Chiikiokoshiz


長崎市のホームページで 

「地域おこし協力隊」を検索しても…

要望 

地域おこし協力隊が導入され	



2年強経ちますが活動報告はおろか 

私たちの紹介文すら出てきません。	


私達が住民や「世間」から信頼を得て	


活動をスムーズに行うためにも	


せめて紹介を載せていただければと思います。

http://www.city.nagasaki.lg.jp/searchresult.html?q=%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E3%81%8A%E3%81%93%E3%81%97%E5%8D%94%E5%8A%9B%E9%9A%8A&sa.x=0&sa.y=0&ie=UTF-8&cof=FORID%3A10
http://www.city.nagasaki.lg.jp/index.html


長崎市地域おこし協力隊のFacebookページ 
https://www.facebook.com/Nagasakishi.Chiikiokoshiz

https://www.facebook.com/Nagasakishi.Chiikiokoshiz
https://www.facebook.com/Nagasakishi.Chiikiokoshiz

